




 

 D 型の特微的な心電図所見については病初から死亡に至る個人個人の進行経

過における変化の集積としても検討する必要があると考え剖検所見とも対比し

て研究した。対照は D 型死亡者 64 名と剖検しえた 41 例であるが、便宜上 15

才までの早期死亡例をⅠ群 16～19 才までを中間としてⅡ群 20 才以上での死亡

者をⅢ群として比較検討した。入院から死亡まで 2～10 年にわたり 3 ケ月に 1

度位の心電図検査によると、先づ deep Q については、病初から死亡まで一貫し

て誘導数も深さも同程度に進んだ者が多くⅠ群 13 名中 8 名(61.5%)、Ⅱ群 22

名中 13 名(59.0%)、Ⅲ群 27 名中 13 名(48%)であった。又 deep Q の全くない者

がⅠ群 1名、Ⅱ群 2名、Ⅲ群 4名あり、それ以外は死亡期に近づき深さも誘導

数も減少してきたか或は増加してきたものであった。 


